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【事業概要】

1 対象地区及び調査・設計内容
　
　唐丹地区　　　　漁業者ヒアリング、漁具置場所要面積算定調査、現地調査
　
　
　
　
2 調査・設計費
　
　唐丹地区　　現地調査・ヒアリング・意向確認　　　860,500（円）
　　　　　　　漁具置場所要算定根拠等検討　　　　　475,300（円）
　　　　　　　資料作成　　　　　　　　　　　　　　329,500（円）
　　　　　　　報告書作成　　　　　　　　　　　　　 75,950（円）
　
　計　　　　　　　　　          　　　　　　　　1,741,250（円）

3 事業費（交付金額）
  調査・設計費　　　　　　　　　　1,741,250（円）
  諸経費　　　　　　　　　　　  　2,858,750（円）
　消費税　　                  　  　368,000（円）
　　　計　　                    　4,968,000（円）
　
　申請額　　　　　　　　　　　　　4,968（千円）

4 事業期間
　平成30年7月～10月（予定）

5 関連する基幹事業
　C-5-14　　漁業集落防災機能強化事業（唐丹小白浜）

この様式は、原則として、参考様式第１の別添２に記載した細要素事業名ごとに作成し、概要を
示す図面を添付してください。

漁業集落復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号 事業名 （9）集団移転跡地利用計画策定調査事業

事業概要

　【基幹事業との関連性】
　唐丹小白浜地区の漁業集落において、震災前は水産関係の加工場施設や家屋敷地内の漁
具倉庫が存在していたが、震災によりこれらが被災し、現在も整備されていない状況であ
る。唐丹地区の漁家人口率は30%以上であり、釜石市内の漁家人口率としては最多であ
る。震災前に家屋があった敷地は、現在仮設グラウンドとして整備されており、家屋エリ
アは高台へ移動しているため、地域住民より海から近い範囲での漁具置場の整備が求めら
れている。
　そこで、漁業集落防災機能強化事業と関連し、集団移転跡地の土地の有効利用促進、漁
業関係用地の確保のため「（9）集団移転跡地利用計画策定調査事業」により漁業関係用
地の需要見込み調査を行うものである。


